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平成19年度課題評価会議の開催
報　告

平成19年度の農業環境技術研究所課題評価会議

が平成20年1月24日（木）〜 25日（金）に研究所

大会議室において開催されました。この会議では、

研究所で実施されている第2期中期計画に定められ

た研究課題の進捗状況とこの1年間の研究成果を、

各分野の専門家によって評価するとともに、次年度

の計画を検討しました。外部評価委員として永田徹

（前茨城大学教授）、三枝正彦（豊橋技術科学大学特

任教授）、秋山侃（岐阜大学教授）、山本廣基（島根

大学理事）の4先生をお迎えし、当所からは管理職

11名が内部評価委員として評価に加わりました。

会議では、はじめに各研究課題を担当するリサー

チプロジェクト（RP）のリーダーが報告書に基づ

いて概要を説明した後、進捗状況の確認や成果の意

義等について活発な討議が行われました。その後、

研究課題それぞれについて、中期計画に照らした進

捗状況、研究のレベル、波及効果などの観点から5

段階で評価され、それらの結果を総合して最終的な

評価が決定されました。この評価結果は、今後の研

究課題の運営に活かされるとともに、次年度の研究

予算などにも反映されることとなっています。また

3月に開催される評議会及び農林水産省の独立行政

法人評価委員会の評価資料としても活用されます。

研究課題の検討後には、各RP等から提出された

「普及に移しうる成果」案についての検討が行われ、

9タイトルが採用されました。これらの成果は、後

日別途選定される主要研究成果と合わせて、「研究

成果情報」として刊行・公表される予定です。

（企画戦略室長　安田 耕司）
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「TXテクノロジー・ショーケース・イン・ツクバ2008」に出展
報　告

平成20年1月25日〜 26日に、TXテクノロジー・

ショーケース・イン・ツクバ2008（第7回つくば

テクノロジー・ショーケース）が、独立行政法人産

業技術総合研究所（つくば中央 共同講堂）におい

て開催され、農業環境技術研究所からも研究所概要

の展示のほか3件の研究成果を展示・紹介し、成果

の活用について情報交換を行いました。

つくばテクノロジー・ショーケースは、つくばサ

イエンス・アカデミー（理事長　江崎玲於奈）の主

催により、2002年から毎年開催されている研究展

示会です。7回目となる今回は、飯島澄男氏の特別

講演「ナノカーボンの科学と産業応用」、一般研究者・

ポスドク研究者・高校生による研究成果展示のほ

か、ミニシンポ、企画展示、研究所広報展示などが

行われました。また、1日目には、出展成果につい

て、研究者が1分間で紹介する「インデクシング発

表」があり、さまざまな研究成果が次から次に発表

され、発表者にとっても、参加者にとっても、エキ

サイティングな時間となりました。

なお、つくばテクノロジー・ショーケースは、今

回から主要な参画機関が順に会場を提供して実施す

ることになり、次回は、独立行政法人農業・食品産

業技術総合研究機構が、開催を担当する予定です。

農業環境技術研究所からの出展

・�ICP−DRC−MSによるヨウ素−129の迅速測定

（土壌環境研究領域 藤原英司）

・�イムノクロマトキットを用いて玄米等のカドミウ

ム濃度を簡易に測る（土壌環境研究領域 阿部 薫）

・�マイクロフォース（microForce）の構築とその利用 

（生物生態機能研究領域 小板橋基夫）
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